






研究目的 

母乳の栄養学的な優秀性と母子相互作用に於ける重要性は既に多方面から検討され,周知

の事実である。しかし，実際，母乳栄養の普及度は必ずしも満足の行く数値とは云えない

場合もあり,さらに未熟児やsick newbornで,児が母と離れて施設に収容されている場合に

は,かなり低率になることが懸念される。初乳の投与については,尚のことと思われる。そ

こで,私達の施設に収容されている児の実態について調査し,今後,母乳栄養について積極

的な推進を行ってみたい。 


